
੦ ກ ڭ  ୭॑യਤखਁஇਃચ॑ৈीॊତ

のഊऋਢःञऒधदᅇऩनの৳ऋਂଌखथःॊযੵपणःथؚిજ ٴ
 　ऩତ॑ਤीؚの多એਃચのੜਤ॑ॊਏऋँॉऽघ؛

खऊखؚૼのਂଌؚ३ढ़पेॊ૩のമ৲ؚৼઃए಼૩षのৌૢऩनؚ ٴ
 　पधढथడखः૾யमਢःथःॊऒधऊैؚ৸थのযੵपउःथ木材ে産
 　॑धखञତ॑ਤीॊのदमऩऎؚঽே੯ृভ૾ய়॑पઅ
 　ൟखؚीैोॊのਃચपૢगञତ॑യखथःऌऽघ؛

৲৽ଵ৶২ृ୭ඒଖઘのਝ॑౷ऽइथય੨धの৴॑ਘ ٴ
 　खؚऊैのତषの॑യघऒधदؚ多摩ୠのତのಌऩॊ
 　ਤன॑ॉऽघ؛

ㆤ 高ಖ度な森林情報を活用した森林のય分
ㆥ 森林環と少花粉スギ等への植え替えの促進
ㆦ 木材生産に適していない人工林の整備
ㆧ 所有者と境ੀの明確化
ㆨ 適切な保育の促進

ㆤ 森林経営管理制度の運用における市町村支援
ㆥ ય市町村間の連携の促進

ㆤ 新ૠ業者の確保と育成
ㆥ 高度な技術者の育成

ㆤ ૩৹ਪに基づく適切な対策
ㆥ シカの管理ඃと૩防除のਘ化

ㆤ 山事業等の推進と಼૩にਘい森林の育成
ㆥ 森林୰૩དの防除

ੁ ��� のયীपૢगञତのਤ

ੁ ��� ય   ੨ ध の ৴ 

ੁ ��3 జহのન৳धਛ

ੁ ��� েपेॊ૩षのৌੁ

ੁ ���    ૩ ष の ৌ ੁ

੦ກڭ ੁの৬௺
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◆ 東京の林業を取りඕく状யは、ൂேとしてడしいことから、全ての森林で木材生産
 　を目指すのではなく、「生産林」と「保全林」にય分することで東京の森林の全体൸ 　 
 　をき、限りあるௌ力や財源を効果的にじていく必要があります。

◆ ଣ置されている人工林の所有者に、木材生産に対する所有林の情報をわかりやすく
 　提供し、整備を促す必要があります。

ੁ ���   のયীपૢगञତのਤ

▶︎ 「生産林」では、カーボンॽগートラルのଳ点を౷まえ、間伐などの保育とともに、
 　利用期をಶえたスギ・ヒノキ林の更新と、少花粉スギ等【資料 3-1】への植え替え
 　を促進し、木材の安定的な供ஔにつなげます。

▶︎ 「保全林」のスギ・ヒノキ林は、できる限り自ேのዮ移にबていくための整備を推
 　進し、公இ的機能のੜ進を図ります。

ఫ空ঞー२計によって得られた高ಖ度な森林情報を活用し、森林を、木材生産に適しており ٴ
 　林業経営の対象とするसき「生産林」と、公இ的機能のੜ進をરするसき「保全林」にય分
 　します。【資料 3-2】

上記のય分について東京都森林 *,6 クラक़ॻシステムを介して都の関連部ଂ、市町村、林業 ٴ
 　経営体等とુ有し、連携して森林整備を進めます。

林業が長期にഊしている現状において、主伐事業の継続がなければ森林環の持がで ٴ
 　あることから、同事業によるスギ・ヒノキ林の伐採・ဦ出と、少花粉スギ等への植え替えを継
 　続します。

主伐事業の継続に当たっては、一ฮ作業システム、コンテナ၈、運ဦ用ॻটーンなど、新たな ٴ
 　技術を活用し、施業の安全ਙと生産ਙの向上を図ります。加えて、シカによる林業૩対策を
　 ਘ化します。

。၈木を安定的に確保するため、都内のர၈生産者による少花粉スギ等の育၈を支援します ٴ
 　加えて、品ସや供ஔ量の安定化に向けた生産施設の整備を支援します。

 ৬   ੌ

ㆤ ৈಖ২ऩੲਾ॑ણ用खञのયী

ㆥ ୭ध୨५ॠಉषのइ౹इのയਤ

��3� ফ২पऐथ
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普 通 の ス ギ 少 花 粉 ス ギ

㌣ ৱમ 3�� ୨のऩः५ॠधम

成長や通直ਙ、୰ད૩に対するಿਙなどのସにરれた木として৭ばれたものپ

木材生産に適していない人工林は、ဉ々に自ேዮ移にबていくことが望ましいため、ଉ広 ٴ
 　ઐ林にා導するための間伐等を進め、森林の公இ的機能のੜ進を図ります。

ક宅地やライフラインにๆமし、木材のဦ出がなことで整備がれているスギ・ヒノキ林 ٴ
 　は、花粉の発生源になるだけではなく、木等による಼૩জスクもೃされます。このため、
 　このような人工林の所や現状をཔし、伐採方法や施業の方ଉを作成した上で、市町村等へ
 　の支援を検討します。

世代ઐ代が進むにつれて森林の所有者と境ੀに関する情報のཔは一層になると考えら ٴ
 　れることから、これらの明確化に取り組む林業経営体への支援を継続します。

高ಖ度な森林情報を活用して森林の境ੀを推定し、ๆமする森林所有者間の৹整などにおいて ٴ
 　活用してもらうことで、境ੀの明確化に係る作業の効૨化を図ります。

所有者ਂ明の森林について、地域にಖ通した方の協力を仰ऍつつ、森林経営管理制度の特例ೈ ٴ
 　置や、国が進めている関連法のਫ内容を౷まえ、適切に対応します。

林業経営体による間伐やઊち等の保育を支援することで、ଐସな木材の生産と森林の多એ的 ٴ
 　機能の向上を図ります。

。林業経営体による間伐材のဦ出を支援することで、間伐材の有効利用を図ります ٴ

、植栽や保育に係るజ来の施業は多くのௌ力を要するため、自ே੯に応じた植栽のഡ度化や ٴ
 　下刈り数のచなどについて検討することで、施業コストのచにつなげます。

ㆦ 木材ে産पిखथःऩःযੵのତ

ㆧ ਚથधੀのન৲

ㆨ ిજऩ৳のയਤ

　ஆয়行法人森林়研究所が、都ਿ県と連携してಖஶ樹پの中から৭௷した品ரで、
花粉生産量は普通のスギにૻसて৺ 100 分のڭ以下です。東京都からは、「ਧ多摩２ಀ」

「ਧ多摩３ಀ」「ਧ多摩 1� ಀ」が৭ばれています。

୨ାে૾ய
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ય分の設定は、森林の所有者等による整備方ଉのৠ定に制৺を ٴ
　 与えるものではありまच॒。

当ય分は、ఫ空ঞー२計等による地理情報を基にၱ上で設定し ٴ
　 たものです。木材生産の採ਙをよりਫ確にཔするには、現
　 地の౷ਪなどを行い、更に詳細な情報を入ুする必要があります。

。当ય分は必要に応じて見直しを行います ٴ

યীਝの੦মऩઅइ্

ে産؟木材生産に適しており、林業経営の対象とするसき森林

৳৸؟公இ的機能のੜ進をરするसき森林
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 ㌣ ৱમ 3�� ে産ध৳৸のયী

⋇森林を、ଠே林と人工林（樹ரはスギまたはヒノキとする）にય分します。

⋈ଠே林は保全林とします。

⋉ෛ防指定地など、法令等によりয়木の伐採に制限があり、公இ的機能の
   発มがરされる人工林は保全林とします。

⋊人工林の木材生産の適౯について、ള数のඨ目から評価を行います。
  【評価ඨ目の例】 ଡ଼ිからの、地、標高、ൊなど
⋋木材生産に適していると評価されたඨ目が多い人工林を生産林とします。

⋌生産林として৭出されなかった人工林は保全林とします。

ય ী ਝ  の  ो

この地図は、国ଅ地理長のഅ認（ 2� 関公ਸ਼ 269 ಀ）を得て作成した東京都地図（6 1�2,500）を使用
（３都市基ઐਸ਼ 1�0 ಀ）して作成したものである。૮ള製をరङる。

森づくり推進プラン 31

基 

軸 

　  1

第 

　  

章
3



◆ 森林経営管理制度と森林環境ඒ与ઘの設により、森林整備や木材利用に係る都及
 　लય市町村の૽割が明確化されたため、新たな制度に応じた体制づくりが必要です。

◆ 多摩地域の森林整備を進める上で、森林を有していない都市部のય市町村との協働
 　は大きな支援となりますが、連携している事例は限られています。

ੁ ���    ય   ੨ ध の ৴ 

▶︎ 森林経営管理制度に基づき、森林所有者の意向を৹ਪし、森林のૐ৺化を図る市町
 　村等を支援することで、これまでଣ置されていた森林の整備を促進します。

▶︎ 多摩地域の森林整備におけるય市町村間の連携を促進します。

森林経営管理制度を運用する市町村間の広域的な連携体制をଡ築します。さらに、同制度に基 ٴ
 　づき、森林の経営管理に対する所有者の意向について情報を収ૐし、意ඟ的な林業経営体への
 　ૐ৺化を図る市町村の業ਜを支援します。

Ｓクラक़ॻシステムにより一ھ森林経営管理制度の運用に必要となる森林情報を東京都森林Ｇ ٴ
 　元的に管理し、市町村や森林組়等と連携して情報の修ਫ・更新を進めます。

都がコーॹィॿーターの૽割を担うことで、多摩地域と都市部のય市町村の取組やॽーズにつ ٴ
 　いて情報ુ有を図るとともに、森林整備におけるય市町村間の連携を促します。

木材利用のノक़ঁक़が少ないય市町村を支援するため、都のアॻバイ२ーが公ુ施設の木材利 ٴ
 　用についてஃや情報提供を行います。さらに、多摩地域の森林・林業の現地ଳなどを通じ
 　て、ય市町村に多摩産材の利用を働きかけていきます。

都内のય市町村がઐする機会を提供することで、多摩地域の森林・林業や都市部の木材利用 ٴ
 　の現状について、൨方の理解促進を図ります。

ㆤ ৽ଵ৶২のઈ用पउऐॊ੨੍ର

ㆥ ય   ੨  の ৴  の യ ਤ

 ৬   ੌ

��3� ফ২पऐथ
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中ఙયの森（数地ય）

中ఙયの森子自ே体験ツアー⋇ 中ఙયの森子自ே体験ツアー⋈

中ఙયの森の木材を使ったノベルティグॵズ

「中ఙયの森」のキャラクター

。中ఙયでは、地球温暖化対策の一環として、原村と連携した森林整備を行っています ٴ

成 18 年から原村と森林保全活動に関する協定を締結し、原村内の数地ય、વ ٴ
　 地ય、  ൰沢地ય及ल本地યのڰ地યにある森林を「中ఙયの森」として整備しています。

数地યの森林では、યのஃ成により 1P2 ٴ
　 法人が間伐、下刈り、植栽などの整備を行っ
 　ています。
　 また、વ地ય、൰沢地ય及ल本地યの
　 森林では、ଉ葉樹林から広葉樹林へのૡఌ
　 を図ることにより、原村に本来ある自ே
 　豊かな森づくりを目指しています。

これらの森林は、ય民等を対象にした「中 ٴ
　 ఙયの森体験ツアー」や「中ఙયの森子
　 自ே体験ツアー」に活用されています。

ય੨の৴হ⋇قরఙયधਉ੨ك

から生産された木材は、ય「中ఙયの森」 ٴ
　 の施設の内ಎ材や公園のベンॳなどのほ
　 か、イベントでଦഘするノベルティグॵ
　 ズなどにも活用されています。

更に「中ఙયの森寄ဟ金」を設け、ય民 ٴ
 　等からの寄付金を「中ఙય森とみどりの
 　基金」にみয়て、「中ఙયの森」におけ
 　る活動 の原資として活用しています。
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ય民による環境学習 みなとય民の森

環 境 学 習 施 設

みなとય民の森の木材を使用したྕ みなとય民の森の木材を使用した椅子

ય੨の৴হ⋈قયधँऌॊك

યは、地球温暖化対策の一環として、成 19 年度からあきる野市ૺಠにある森林を ٴ
 　り受け、「みなとય民の森」として整備しています。

間伐等の森林整備が行われているほか、ય民を対象にした環境学習・自ே観の場とし ٴ
　 て活用されています。

整備のమで発生した間伐材は、ည園や ٴ
　 ৵中学ૅ等、ય有施設の内ಎ材や家など
　 に利用されるほか、公園の持管理材料等
　 としてયの様々な事業で活用されています。

内にある環境学習施設「みなとય民の森」ٴ
　 は、植樹や間伐、生物多様ਙについてなど、
　 様々な環境学習のために利用しています。
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ય੨の৴হ⋊قപధયधஒ෭ك

森林ボランティア育成講座（間伐）

森林ボランティア育成講座（ઊち）

ボランティア団体（森ஹ会）の活動 
道（మ）づくり

உ ௸ い 体 験 ॿイॳャーガイॻツアー

ય੨の৴হ⋉قৗયधँऌॊك

。新યは、地球温暖化対策の一環として、あきる野市と連携した森林整備を行っています ٴ
成 21 年度にあきる野市と森林整備に関する協定を締結し、あきる野市ૺಠにある森 ٴ
　 林を「新の森・あきる野」として整備しています。
યの事業として植栽や下刈り等の森林整備が行われているほか、ય民等を対象にした環 ٴ
　 境学習・自ே体験等の場として活用されています。　

പధયは、青梅市とのુ同事業として、成 22 年度から「森林ボランティア育成講座」 ٴ
　 を開講しています。当講座は、森林を整
　 備するボランティア活動に必要な知や
 　技術を学वとともに、പధય民と青梅市
 　民が森林整備を通じて൩いのઐを深め
 　ていくことを目的としています。

、講座を修了した受講生の৺ 5 割の方は ٴ
　 青梅市内で森林整備活動を行う 1P2 法
　 人などに加入し、ボランティア活動を
　 行っています。
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ੁ ��3      జ হ  の ન ৳ ध  ਛ

業ৼ会等において、都内の業に関する情報提供やৼ対応を行うことで、新ૠ業者の ٴ
　 確保を図ります【資料 3-3】。

新ૠ業したものの、ௌ働環境のడしさに理୳との࿒たりをじてする林業జ事者も多い ٴ
　 ため、林業や林業経営体に対する業ൌ望者の理解促進を図る取組について検討します。

林業経営体に対し、新ૠ業者の本採用前の౻用期間に係る経費を支援することで、新ૠ業 ٴ
　 者と林業経営体のマॵॳングを促進します。

。ॳェーン९ー伐等、基ຊ的な知や技術を着実に習得していくための研修を実施します ٴ

林業経営体に対し、福利ௐ生の充実など、林業జ事者が安心・安全に働き続けるための౻用管 ٴ
　 理のఒに向けた取組を支援します。

௺ૐ材や森林作業道の整備といった高度な技術の習得促進に向けて、の出町の都有林にཱ ٴ
　 整備した育成拠点「東京トঞーॽングフज़ঞスト」【資料 3-�】を活用し、実ᄷ経験をむ研
　 修を実施します。さらに、これらの一ಹ的な技術に加えて、開発が進॒でいる最新の林業機械
　 を活用した伐採・ဦ出システムなど、進的な技術の活用に向けて研修プটグラムの充実を図っ
　 ていきます。 

。を支援しますۉڿۄ林業経営体のൌ望に応じた専門講師のୣാにより、技術習得に向けた ٴ

林業に必要となる技能資ત等の取得や、技術力の高い林業経営体への出向による技術習得を支 ٴ
　 援します。

રれた技術者を༟するなど、技術の習得に対する林業జ事者の更なる意ඟ向上のための取組 ٴ
 　を検討します。

ㆤ ৗૠのન৳धਛ

ㆥ ৈ২ऩૼのਛ

 ৬   ੌ

◆ 森林整備の担いুとなる林業జ事者がਂଌしていることから、新ૠ業者の確保と
 　ともに、木材を安全かつ効૨的に伐採・ဦ出できる高度な技術者の育成がਜとなっ
 　ています。　

▶︎ 必要な林業జ事者の確保とともに、ཱ௺ૐ材や車௺ૐ材など、高度な技術の習
 　得を促進し、利用期をಶえた人工林の計画的な更新につなげます。

��3� ফ২पऐथ
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ৼ会への出展

新ૠ業者向け研修（ॳェーン९ー） 新ૠ業者向け研修（座学）

講義などが行われる建ો

پ 1 「林業ௌ働力の確保の促進に関する法」に基づき、（公財）東京都農林水産振興財団が都の指定を受けて設置
پ 2 「林業ௌ働力の確保の促進に関する法」に基づき、౻用管理のఒと事業の়理化に取り組む林業事業体を認定する制度

㌣ ৱમ 3�3 జহのન৳धਛपऐञੌ

㌣ ৱમ 3�� 東京ॺঞشॽথॢইज़ঞ५ॺ

　主に東京都林業ௌ働力確保支援७ンターپ 1 において、林業への業促進や、林業事業体
の౻用管理のఒ・事業の়理化に向けた支援等を実施しています。

林業の基ຊ的な知・技術を習得するための ٴ
 　研修や、林業に必要となる資ત・ඊಅの取得に係る費用のஃ成などを行っています。

林業への業を検討している方への情報提 ٴ
 　供や、શৼへの対応を行っています。

は、ཱ「東京トঞーॽングフज़ঞスト」ٴ
 　௺ૐ材など、伐採・ဦ出における専門的か
 　つ高度な技術を習得した技術者の育成を図
 　るものです。

研修生は、都有林を活用して基ຊを学॒だ ٴ
 　後、実の主伐事業地などにおいて実ᄷ的
 　な研修を受けることができます。

。林業経営体のൌ望に応じた専門講師のୣാなどを通じて、更なる技術の習得を支援しています ٴ

林業経営体の経営基ೕのਘ化に向けて林業機械の購入・ঞンタルに係る費用や、ௌ働安 ٴ
 　全対策に係る費用などのஃ成を行っています。また、東京都林業事業体認定پ 2 を受け
 　るためのু続やர書థ作成などの支援を行うษઠも設置しています。

ൌषのۇۅ

ৗૠのਛ੍ର

৽৬の৽の੍ର

ૼಆ੭पऐञ੍ର
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造林地ఢఈに設置した防૧ፆ 防૧ፆの資材を運ဦするॻটーン

都の関連部ଂや研究機関【資料 3-5】等と連携し、林業૩のங度に応じて、ᇎ৹ਪや७ン ٴ
 　サーカメラの設置等を行い、加૩動物を的確にཔします。

野生動物によって林業૩を及ऻす時期や、造林地への入経ଡ଼は異なるため、जれझれの加 ٴ
　 ૩動物の特ਙに応じた効果的な対策を検討します。

都の関連部ଂ、市町村、ᄣ௵会等とजれझれの૽割に応じて連携し、他地域の取組事例やใோ ٴ
　 の研究成果等を活用するなどして、シカの管理ඃのਘ化を検討します。

シカ૩を受けた主伐事業の造林地を効૨的に管理するため、ॻটーンを活用した૩状ய৹ ٴ
　 ਪを進めます。

。防૧ፆの設置等、林業経営体等による૩防除を支援します ٴ

管理ඃを継続してもなお植栽木等に૩がみられる場়は、主伐事業による防૧ፆの設置と ٴ
　 造林地のଳをਘ化します。あわचて運ဦ用ॻটーンを用いて防૧ፆの資材運ဦを力化する
　 などして、防除に係るコストచを図ります。

ㆤ ૩৹ਪप੦तऎిજऩৌੁ

ㆥ ३ढ़のଵ৶ඃध૩ଆのਘ৲

 ৬   ੌ

◆ シカをはじめとする野生動物による林業૩が、多摩地域の地で確認されており、
 　対策がਜとなっています。

ੁ ���    েपेॊ૩षのৌੁ

▶︎ シカの管理ඃや、防૧ፆ等による૩防除をਘ化することで、野生動物による林
 　業૩の少を図ります。

��3� ফ২पऐथ

ऩछॉੌाऋਏऊ
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1mm

୨ँॉ ୨ऩख

普通のスギ（ం）と ૮花粉スギ（క）の雄花એ
（普通のスギは、丸いṍ

㕄く

の中に花粉が൵まっている）
少花粉スギ・少花粉ヒノキ採ர園

（カメムシ防除用にஜいॿॵトをかけている）
人工ઐଦにより作出した
૮花粉スギの৭௷験地

㌣ ৱમ 3��　 東京の؞पঢ়घॊୡଢ଼

　公的験研究機関である東京都農林়研究७ンターにおいて、東京の森林・林業に関
する様々な験研究が行われています。

。少花粉スギ・少花粉ヒノキの採ர園において、ர子生産の効૨化に向けた研究に取り組॒でいます ٴ
。東京特有の生育環境に適する、生長やସなどにરれた૮花粉スギの開発を行っています ٴ

。地や標高などのয়地環境に適した植栽樹ரの৭௷や造林などに関する研究を行っています ٴ

色い細かい၄子が花粉້پ

ୗपબॊૼのનয়

୨ඪৌੁષரの৫ؚৰ用৲

ᄕ૩ଆૼの৫

生育に適さない環境のため、下部の
葉が୰ਞでዐ色化したスギ

（このような地に適した樹ரを৭௷）

多摩地域の広葉樹の伝情報を
解ෲするための葉の採取

ॽホンジカによるၭ୫૩
（ഈが୫सられたヒノキの၈木）

採取した葉の '1$ 解ෲ

ツキノワグマによる樹ຜጒऍ ७ンサーカメラにったツキノワグマ

野生動物による林業૩をೄするため、直ம林業૩を及ऻすॽホンジカ、ツキノワグマ ٴ
　 に加え、防૧ፆを፸み切るタヌキなどに対しても、有効な対応策を検討しています。
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自ே಼૩により಼し、自ே୮がで二ઃ಼૩のതれがある森林について、山事業【資 ٴ
　 料 3-6】による୮೮を着実に進めます。

。ഠᄺ化がೃされる山施設について、修等による長ํ୵化を計画的に進めます ٴ

ଅෛ಼૩の防止など、森林の公இ的機能の発มが特に求められる森林について、森林法に基づ ٴ
　 く保安林の指定を進めます。

ॻটーンやঞー२計等を用いて高ಖ度な森林情報を取得し、林業経営において活用を促すこ ٴ
　 とで、森林の適切な管理につなげるとともに、಼૩にਘい森林の育成を図ります。

森林のଳをਘ化する取組について検討し、山地಼૩の未ே防止やଫ期発見による森林の保全 ٴ
　 につなげます。

૩発生時は、市町村や森林組়との連携により、森林や林道の಼状யをசやかに৹ਪしま಼ ٴ
　 す。また、য়入がなᆽ所の৹ਪにはॻটーン等を活用し、現場のಸਙ等に応じてဌச
　 に対応します。

マツノマॲラカミキজ等が媒介するマツノ२イ७ンॳগक़によるマツథへの૩、トঅঔンड़ ٴ
　 ड़ग़ॲシャク等ग़ॲシャクథによる島しょ地域のଞ広葉樹への૩など、これまで都内で
 　度々発生している森林୰૩དによる森林૩について૰ଳ等を継続します。

について、都内の૩状யをཔし市町村等にپカシノナガキクイムシ等が媒介するナラႶれ ٴ
　 ି意ᄁକするとともに、૩木の伐ฌ除やఇදの樹ୌି入等による防除を支援します。

ㆤ হಉのਤध಼૩पਘःのਛ

ㆥ   ୰ ૩ ད の ଆ 

 ৬   ੌ

◆ ਞ動の୶によりะ๏をੜす山地಼૩から、都民の生୵・財産をஹる必要があ
　 ります。

ੁ ���       ૩ ष の ৌ ੁ

▶︎ 山事業や森林୰૩ད対策による森林の保全とともに、林業経営体等による適切な
 　森林の経営管理を促進し、಼૩にਘい健全な森林の育成を図ります。

によるナラథ・カシథへの૩（Raffaelea quercivora؟学名）ナラ菌پ

��3� ফ২पऐथ

ऩछॉੌाऋਏऊ
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令和元年台௯ 19 ಀによるടശ地の୮೮（八子市内）

大地沢山工事（町ি市内） 山施設（青梅市内）

保健保安林（八子市内）

㌣ ৱમ 3�� ථैख॑ஹॊ৳ؚহ

　保安林は、水源の᩿ു、ଅෛのടശजの他の಼૩の防備、生活環境の保全・成など、
特定の公இ目的を達成するため、森林法に基づき農林水産大෦または知事が指定します。
伐採制限や植栽義ਜがୖされる一方で、ઘ制上のરೈ置等を受けることができます。東
京都では森林એの 25٫にৼ当する৺ 19,300ha が指定されています。

৳  

 出๕؟令和２年ග 東京の森林・林業（東京都産業ௌ働ଂ）

پ 1 山ຘとሄとの間の部分 پ 2 ᆭをგ॒だ山એの࿄部

 3�� ৳のரథશએのસ়ٹ 

成 25 年台௯ 26 ಀによるടശ地の୮೮（大島町内）

　山事業は、森林の持造成を通じて山地಼૩から都民の生୵・財産をஹるとともに、
水源の᩿ുや、生活環境の保全・成等を図るものです。

  হ 

ടശ地等の山پ 1 એの安定を目的に、ଅ留工等の施設整備と、
植生を୮するための植栽工等を実施します。

  ੵ

山ॲム等の施設により、ᆭ・ᆭ෫の୫防止や山࿄پ 2 の固定
等を図り、森林の生育基ೕを確保します。

ᆭ  ੵ
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購入直後

භোखञড়થのତًي

整 備 後

��� ফपॎञॉؚஹॉਢऐॊ౺

　多摩ਆの上域には、安定的に水を生み出す森として、東京都水道ଂが所有・管理している水
道水源林があります。जのૠெは、東京都と山県にまたがる৺ 25,000ha と広大なએであり、
山ু内ડのએの৺ 3.8 にৼ当します。

　ૺ時代、ଐな森が広がっていたこの水源地域一ఝは、明新以ఋ、ೊ伐などにより森林
がᅄ地化するなど、ൽఀが進॒でいきました。水源地のൽఀを။えた東京ਿ（東京都の前ମ）は、
ൽఀしていた国の御料林をඒり受け、自ら水道水源林として森林管理に着ুしました。これ以ఋ、
東京都水道ଂは 120 年にわたり、植栽、間伐などの管理作業を続けることで、ൽఀした山をᮏ
らच、豊かな水道水源林をஹり続けています。

　成 22 年から開始した民有林の公募購入に加え、成 29 
年からは৵ఖ内ฅ水への୶が特にೃされる৺ 2,000ha 

を「民有林重点購入地域」とਜ਼置付け、所有者にா的にਲ਼ేを働きෳけ、購入を推進しています。
購入後は、東京都水道ଂによる主体的な管理により間伐やઊちなどを行い、水道水源林とし
てଐな森林へગ生しています。

　都民や企業の水源地保全に対する期待に応えるとと
もに、将来にわたって適切な水源地の保全を行ってい

くため、成 29 年からは企業などの多様な主体との連携をਘ化し、水源地保全の活動と重要
ਙの理解促進に取り組॒でいます。また、ボランティアの皆さ॒の協力により、成 1� 年から
民有林のু入れ（間伐やઊちなど）を行っている多摩ਆ水源森林隊の活動も継続して取り組
॒でいます。

ড়થのாऩභো

多ऩ৬ध৴खञतऎॉ

੫ध৴खञतऎॉًي

企業の森（ॿーミングライツ）
での地ᢺえ作業
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